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大谷好一議員の副議長就任あいさつ

▼
６
月
定
例
会
初
日　
副
議
長
選
挙

�

（
古
沢
議
員
が
当
選
）

　
前
任
の
針
谷
正
夫
副
議
長
の
辞
職
に
伴

い
、
６
月
６
日
に
副
議
長
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。

①
所
信
表
明
会
の
開
催

　
古
沢
議
員
と
大
谷
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

議
会
運
営
に
係
る
所
信
や
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

②
投
票
・
開
票

　
全
議
員
28
人
が
投
票
を
行
い
、
開
票
の

結
果
、
得
票
数
が
同
数
と
な
っ
た
た
め
、

く
じ
に
よ
り
古
沢
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

▼
古
沢
副
議
長
の
辞
職

　

６
月
26
日
付
で
古
沢
議
員
か
ら
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
副
議
長
の
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
、
同
日
付
議
長
が
許
可
し
ま
し
た
。

▼
７
月
臨
時
会　
副
議
長
選
挙

�

（
大
谷
議
員
が
当
選
）

　
古
沢
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
か

ら
市
長
に
臨※

時
会
の
招
集
請
求
を
行
い
、

７
月
24
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、改
め
て
副
議
長
選
挙
を
行
い
、

大
谷
議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
副
議
長
の
選
挙
が
あ
り
、
古
沢
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
副
議
長
を

辞
職
し
ま
し
た
。

　
改
め
て
副
議
長
の
選
挙
を
行
う
た
め
、
７
月
に
臨
時
会
が

招
集
さ
れ
、
大
谷
議
員
が
新
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議会
人事

※
臨
時
会
の
招
集
請
求
と
は

　
原
則
、
臨
時
会
は
「
市
長
か
ら
議
会

に
提
出
す
べ
き
議
案
が
あ
る
と
き
」
に

市
長
が
招
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
副
議
長
の
選
挙
」
を
急
遽

行
う
た
め
に
臨
時
会
の
招
集
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
議
会
側
の
事

情
な
の
で
、
市
長
自
ら
議
会
を
招
集
す

る
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
地
方
自
治
法
上
の
特
例
規

定
（
第
1
0
1
条
第
２
項
）
に
よ
り
、

議
会
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
議

長
か
ら
市
長
に
臨
時
会
の
招
集
請
求
を

行
い
ま
し
た
。

市民の皆さまに信頼される、開かれた議会を目指していく
　議員各位の賛同により、このたび副議長に就任
させていただきました。

　市民に選ばれ、市民の代表である我々議員は、
政策や意見の違いがあるのは当然ではありますが、
最良の決定を生み出すためには、数の力で押し切
るのではなく、それぞれの立場や考えに対して真
摯に耳を傾け、議論と対話を重ねていく中で得ら
れるものだと考えております。

　その思いに立ち、議長を全力で支え、議員一人
一人の意見を十分聞きながら、公平で公正な議会
運営に取り組むとともに、市民の皆さまに信頼さ
れる、開かれた議会を目指していく所存でありま
すので、ご支援ご協力をお願い申し上げます。 副議長　大谷 好一
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副議長の選挙を実施（７月臨時会）

　今回の表紙写真は、２月に開庁した都賀総合支所複合施設の多目的室を拠点に活動している、
都賀町レクリエーションクラブ（TRC）の皆さんです。世界各国の民族舞踊を中心に、衣装をま
とうなどそれぞれの個性にあわせて楽しみながら和気あいあいと踊られています。踊っていると
身も心もリフレッシュされ、元気の源になるそうです。参加され
ている皆さんの中には、90歳を迎えている方もいらっしゃるとの
ことです。
　これからもダンスを通じ、地域の方々をつないでいくクラブで
あり続けていただきたいと思います。
� （撮影協力：都賀町レクリエーションクラブ（TRC）
� 表紙撮影：白石委員長・小太刀委員）

表紙の写真 新・都賀総合支所で 心身ともにリフレッシュ

臨時会の様子

就任あいさつを行う大谷副議長

　７月24日に開催された臨時会では、副議長
の選挙を行いました。

① 選挙の方法は指名推選と決定
　選挙の方法については、指名推選※の動議が
提出され、３人以上の賛成者があったため、
動議が成立しました。
　副議長の選挙の方法は指名推選とすること
を諮り、全会一致で決定しました。

② 副議長の指名
　副議長に誰を指名するかを議長が諮ったと
ころ、大谷議員を推選する声が上がりました。

③ 当選人を全会一致で決定
　大谷議員を副議長の当選人と決定すること
を諮り、全会一致で決定しました。

※指名推選とは
　選挙は、投票によることが原則ですが、地方自治法第118条第２項により、議会は議員中
に異議がないときは、指名推選の方法を用いることができるとされています。
　指名推選の方法を用いる場合は、指名された議員を当選人とするかを会議に諮り決定します。
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6
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

６
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
１
１
５
８
万 

５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
７
５
６ 

億
４
１
５
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

質　
大
河
ド
ラ
マ
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
配
布
先
は

答　

10
月
に
開
催
予
定
の
歌
麿
ま
つ

り
で
３
万
部
、
市
内
公
共
施
設
等
で

１
万
１
千
部
、
大
河
ド
ラ
マ
関
連
自
治
体

で
あ
る
東
京
都
台
東
区
、
静
岡
県
牧
之
原

市
お
よ
び
福
島
県
白
河
市
に
計
９
千
部
を

配
布
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

稲
等
病
害
虫
防
除
事
業
費
補
助
金

質　
補
助
金
の
増
額
理
由
は

答　

今
年
は
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発

生
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
防
除
に
は
薬
剤
の

２
回
散
布
が
効
果
的
で
あ
る
の
で
、
補
助

の
回
数
を
２
回
に
増
や
す
た
め
で
あ
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金

質　
事
業
の
内
容
は

答　

自
然
現
象
に
よ
る
斜
面
崩
壊
リ
ス

ク
の
高
い
区
域
で
、
斜
面
の
補
強
、
排
水

対
策
工
事
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
災
害
防

止
や
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ

る
。

議
案
の
概
要

　
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
か
ら
市
民

の
生
命
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の
施
行
に
当
た

り
、
緊
急
防
災
工
事
計
画
の
概
要
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
過
去
に
大
柿
西
溜
の
決
壊
な
ど

で
住
宅
等
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
あ

る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
に
被
害
の
報
告
は
受
け

て
い
な
い
が
、
危
険
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
工

事
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
市
消
防
団
に
配
備
中
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

決
を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

質　
今
回
導
入
す
る
車
両
の
仕
様
は

答　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
で
運
転
可
能
な
車

両
で
あ
る
。

可決  全会一致

一般会計補正
予算（第１号）

議案第78号　
令和7年度一般会計
補正予算（第1号）

可決 賛成	 24
反対	 3

消防団の
消防ポンプ自動車
の購入
議案第86号
財産の取得について
（消防ポンプ自動車）

可決  全会一致

ため池の決壊防止

議案第92号　
土地改良事業の施行について
（大

おおがき

柿西
にしため

溜地区）

議
案
第
86
号
・
第
87
号
の
討
論（
抜
粋
）

反
対
（
白
石
議
員
）

「
あ
ま
り
に
も
高
い
落
札
率
」

　

両
案
の
消
防
車
両
購
入
の
入
札
は
、

落
札
率
が
99
％
以
上
と
非
常
に
高
い
。

ま
た
、
各
車
両
を
受
注
し
た
２
者
は
両

方
の
入
札
に
参
加
し
、
受
注
を
分
け
合
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
過
去
に

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
状
況
か
ら
、
談
合
の
疑
念
も
あ
る
た

め
、
入
札
改
革
を
求
め
て
両
案
に
反
対

す
る
。

●定額減税補足給付金支給事業費
� 6億6,688万円
●認定こども園施設整備費補助金
� 3,264万円
●稲等病害虫防除事業費補助金
� 1,743万円
●学校給食事業費
� 2,674万円
※金額は増額（１万円未満切り捨て）

〈〈補正予算の主な内容〉〉
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古沢ちい子議員に対する問責決議
 （提出者：針谷育造議員・内海まさかず議員・白石幹男議員）

決 

議 可決

議案等の審議結果
　６月定例会では、議案43件、継続審査となっていた陳情１件、決議案１件が審査されました。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。　
� ○：賛成　●：反対　討：賛成または反対討論を行った議員　　　　

　－：議長のため採決に加わらない　※：除斥のため採決に加わらない

議案等の審議結果

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
川
田　
俊
介

小
太
刀
孝
之

市
村　
　
隆

雨
宮　
茂
樹

森
戸　
雅
孝

浅
野　
貴
之

小
平　
啓
佑

大
浦　
兼
政

針
谷　
育
造

古
沢
ち
い
子

大
谷　
好
一

坂
東　
一
敏

内
海
ま
さ
か
ず

小
久
保
か
お
る

青
木　
一
男

松
本　
喜
一

梅
澤　
米
満

天
谷　
浩
明

針
谷　
正
夫

広
瀬　
義
明

氏
家　
　
晃

福
富　
善
明

福
田　
裕
司

中
島　
克
訓

大
阿
久
岩
人

小
堀　
良
江

白
石　
幹
男

関
口
孫
一
郎

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

真
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
会

真
政
ク
ラ
ブ

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

創
志
会

無
会
派

自
民
未
来

か
が
や
き

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

自
民
未
来

無
会
派

無
会
派

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

か
が
や
き

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

自
民
未
来

議　案
第86号

財産の取得について�
（消防ポンプ自動車）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
●�
討
○

議 　 案
第87号

財産の取得について�
（水槽付消防ポンプ自動車）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
●�
討
○

決 議 案
第 ２ 号 古沢ちい子議員に対する問責決議 可

決● ○ ●
　
●�
討
● ● ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ● ○ ○ －○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○

※その他の議案等は全会一致で可決されました。

　令和７年６月定例会の最終日において、「古沢ちい子議員に対する問責決議」が下記の内容で提出さ
れました。審査においては、質疑、討論の後、採決を行い、賛成多数で原案可決となりました。
� ※本会議において討論を行った議員や表決結果は上の表でご確認ください。

　栃木市議会は地方自治体における二元代表制の一翼を担う市民を代表する議事機関であり、その構
成員たる議員は、選挙において市民からの負託を受け、市民のために行動する責務を負っている。
　しかし、古沢ちい子議員は、民生常任委員会副委員長の立場でありながらＲ7年２月18日に行われ
た陳情者の意見陳述の場において、陳述者と委員の質疑応答中にも関わらず、突然、途中退席した。
この行為は切実な訴えを行っていた市民である陳述者に戸惑いと不快な思いをさせ、陳情者に議員の
在り方への不信を与えるに十分であった。このことは後日、陳述者等が行った記者会見で発表されて
いる。
　また今６月議会における副議長選挙時の質疑応答において、古沢ちい子議員は令和６年８月２日に
開催された議員研究会（地方自治法100条12項、栃木市議会会議規則159条１項に規定される会議）
を欠席し、同日開催された長岡花火大会を目的とした私的な観光旅行に行ったことを認めた。事前に
議会事務局に提出した議長宛会議欠席届において、欠席理由を「事前に予定されていた栃木うづまラ
イオンズクラブの事業に参加するため」としていたが、同日栃木うづまライオンズクラブにおいて事
業は予定されておらず、これは虚偽記載であったことが後日判明した。
　古沢ちい子議員が行った陳情者による意見陳述の場からの退席及び私的な観光旅行のために公務を
欠席したこと及び会議を欠席する理由の虚偽申告は、市民から信託を受けた議員としてあるべき行為
でなく、議員の政治倫理にもとる行為であった。
　よって、栃木市議会は古沢ちい子議員に対し、自身がとった一連の行動に対して猛省を促すととも
に、その責任を強く問うものである。
　以上、決議する。� 令和７年６月25日　栃木市議会
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空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
で
、
補
助
の
状
況
に
変
化
は

　
令
和
５
年
12
月
に
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
。

　
改
正
法
の
特
徴
と
し
て
、
管
理
不
全
空

家
等
の
区
分
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
放
置

す
れ
ば
保
安
上
著
し
く
危
険
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
市
に
よ
る

指
導
、
勧
告
、
命
令
、
行
政
代
執
行
等
の

対
象
と
さ
れ
、
勧
告
を
受
け
た
空
き
家
は

住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
の
６
分
の
１
に

軽
減
さ
れ
る
住
宅
用
地
特
例
が
解
除
さ
れ

る
等
の
対
処
が
な
さ
れ
る
。

　
法
改
正
に
よ
る
、
申
請
件
数
や
予
算
の

執
行
状
況
等
の
補
助
状
況
の
変
化
に
つ
い

て
伺
う
。ま
た
、予
算
額
を
超
え
て
し
ま
っ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺
う
。

答
弁
橋
本
都
市
建
設
部
長

所
有
者
の
意
識
の
変
化
が
見
ら

れ
た

　
空
き
家
解
体
費
補
助
金
の
状
況
は
、
令

和
5
年
度
の
申
請
件
数
は
82
件
、
令
和
6

年
度
の
申
請
件
数
は
74
件
で
、
両
年
と
も

予
算
額
の
ほ
ぼ
満
額
を
執
行
し
て
お
り
、

今
年
度
は
80
件
の
申
請
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
法
改
正
に
伴
い
、
補
助
金
の
申
請
件
数

に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

広
報
と
ち
ぎ
な
ど
を
通
じ
た
周
知
に
よ
り

問
い
合
わ
せ
が
増
え
る
な
ど
、
所
有
者
の

意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
補
助
金
の
相
談
件
数
に
よ
り
予

算
額
を
超
え
る
執
行
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、補
正
予
算
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

小久保 かおる 議員

公明党議員会

●
空
き
家
対
策

○
市
職
員
の
働
き
方
改
革

○
防
災
情
報
の
伝
達
手
段

地
主
の
了
解
な
し
の

許
可
申
請
は
無
効

　
令
和
５
年
６
月
、
旧
わ
た
ら
せ
ふ
れ
あ

い
農
園
の
元
地
権
者
石
川
邦
雄
他
９
人

は
、
株
式
会
社
テ
ィ
・
エ
イ
チ
・
エ
ス
と

土
地
売
買
契
約
を
結
ん
だ
が
、
８
月
に
提

出
さ
れ
た
農
地
転
用
申
請
で
は
賃
貸
借
権

30
年
の
設
定
が
さ
れ
、
申
請
人
は
社
会
福

祉
法
人
天
成
会
理
事
長
島
田
耕
輔
と
元
地

権
者
10
人
の
共
同
申
請
に
な
っ
て
い
た
。

　
元
地
権
者
10
人
と
社
会
福
祉
法
人
天
成

会
理
事
長
と
の
間
に
賃
貸
借
契
約
を
結
ん

だ
事
実
は
な
く
、
申
請
は
無
断
で
さ
れ
た

虚
偽
の
申
請
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
栃
木
市
農
業
委
員
会
は
９
月
に
農
地

転
用
の
許
可
を
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し

た
の
か
、ま
た
許
可
の
法
的
根
拠
を
伺
う
。

答
弁
熊
倉
農
業
委
員
会
事
務
局
長

虚
偽
の
申
請
で
あ
る
か
は
、
行
政
不
服　

審
査
法
の
手
続
き
で
明
ら
か
に
し
て
い
く

　
当
該
許
可
は
、
令
和
5
年
8
月
23
日
に

農
地
転
用
の
許
可
申
請
を
受
付
し
た
。

　
農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、
提
出
さ
れ

た
申
請
書
や
添
付
書
類
に
よ
り
、
当
事
者

の
氏
名
、
住
所
、
土
地
の
所
在
等
を
確
認

し
、
農
地
法
第
5
条
第
2
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
農
地
を
そ
の
営
農
条
件
や
周
辺
の

市
街
地
化
の
状
況
か
ら
、
転
用
に
妥
当

な
土
地
で
あ
る
か
を
審
査
す
る
立
地
基
準

と
、
農
地
転
用
の
事
業
計
画
の
確
実
性
や

周
辺
農
地
等
へ
の
被
害
の
防
除
措
置
の
妥

当
性
等
を
審
査
す
る
一
般
基
準
の
2
つ
を

満
た
す
か
を
審
査
し
て
い
る
。

　
今
回
の
件
は
、申
請
書
類
、立
地
基
準
、

一
般
基
準
と
も
に
問
題
は
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
農
業
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
行

い
、
農
業
委
員
会
総
会
に
議
決
を
求
め
、

許
可
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
令
和
5
年
9

月
28
日
に
許
可
し
て
い
る
。

　
な
お
、虚
偽
の
申
請
で
あ
る
か
否
か
は
、

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
手
続
き
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

●�

農
地
法
第
５
条
第
１
項
に

よ
る
農
地
転
用
許
可
処
分

の
違
法
性

○��

円
仁
の
入
唐
求
法
巡
礼
行

記
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶

遺
産
へ
の
登
録

針谷 育造 議員

創志会
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し
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
に
つ

い
て
は
、
訴
訟
の
進
捗
に
応
じ
て
、
適
時

適
切
に
市
議
会
お
よ
び
市
民
へ
説
明
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

栃
木
市
民
と
日
本
理
化
工
業
所

に
対
し
て
謝
罪
し
、
辞
職
す
べ

き
で
は
な
い
か

　
市
は
、
栃
木
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
し
、
市
の
失
策
を
弁
解
す
る
か
の
ご
と

く
、
日
本
理
化
工
業
所
を
優
遇
し
た
と
思

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
施
策
を
講
じ
た
が
、

日
本
理
化
工
業
所
か
ら
訴
え
ら
れ
る
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

　
訴
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
市
長
の
政

治
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

訴
訟
の
進
捗
に
応
じ
て
、
市
議

会
お
よ
び
市
民
へ
説
明
す
る
予

定
で
あ
る

　
市
長
の
政
治
責
任
に
つ
い
て
は
、
裁
判

の
中
で
、
市
の
立
場
や
考
え
方
を
し
っ
か

り
と
主
張
し
て
い
く
こ
と
で
責
任
を
果
た

○
職
員
採
用
及
び
働
き
方
改
革

●
日
本
理
化
工
業
所
と
の
裁
判

○
民
間
学
童
施
設
に
お
け
る
不
正

○
市
内
不
法
投
棄

内海 まさかず 議員

　　　　創志会

活
動
停
止
判
断
の
統
一
化
を

　
雷
は
、
予
報
で
は
予
測
し
切
れ
な
い
突

然
の
脅
威
で
あ
り
、
事
故
防
止
に
は
雷
に

関
す
る
情
報
収
集
が
重
要
で
あ
る
。

　

情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
、
雷
ナ
ウ

キ
ャ
ス
ト
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
学
校

単
位
で
の
情
報
収
集
方
法
や
、
練
習
試
合

等
で
学
校
外
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
の

情
報
収
集
方
法
を
伺
う
。

　
ま
た
、
雷
が
発
生
し
接
近
し
て
く
る
場

合
の
活
動
停
止
の
判
断
基
準
を
伺
う
。

答
弁
五
十
畑
教
育
次
長

安
全
確
保
の
た
め
、
活
動
の
変

更
や
中
止
な
ど
、
早
め
の
判
断

を
お
願
い
し
て
い
る

　
雷
に
関
す
る
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、

学
校
内
で
の
活
動
に
限
ら
ず
、
練
習
試
合

や
大
会
等
、
校
外
で
部
活
動
を
実
施
す
る

際
に
、
教
職
員
は
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
、
宇
都
宮
地
方

気
象
台
の
気
象
情
報
等
を
活
用
し
、
最
新

の
気
象
情
報
を
収
集
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
活
動
中
止
の
判
断
基
準
は
、
各

校
が
作
成
し
て
い
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
お
よ
び
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
判
断
し
て
い
る
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
お
よ
び
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
職
員
会
議
等
で
共
通
理
解

を
図
り
、
各
個
人
の
判
断
基
準
に
違
い
が

生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
な
お
、
教
育
委
員
会
で
は
、
部
活
動
に

限
ら
ず
授
業
等
に
お
い
て
雷
を
含
む
荒

天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
気
象
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
気
象
情
報
を
小
ま
め

に
確
認
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
活
動
の
変
更
や
中
止
な
ど
、
早
め
の

判
断
を
お
願
い
し
て
い
る
。

○
都
賀
総
合
支
所
複
合
施
設

　
整
備
の
効
果
等

●
中
学
校
に
お
け
る
屋
外

　
部
活
動
の
雷
対
応

○
栃
木
の
桜
守
り
人
事
業

小太刀 孝之 議員

創政会

岩舟総合運動公園にあるサッカースタジアム



一般質問の詳しい内容は二次元コードからアクセス

8

た
場
合
に
対
象
と
な
る
制
度
で
あ
り
、
本

市
の
特
別
療
養
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
令

和
７
年
４
月
末
に
お
い
て
、
７
６
５
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
て
も

特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
通
常
の
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
特
別
な
事
情
と
し
て
は
、
市
が
把
握
し

て
い
る
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
お
よ
び

自
立
支
援
医
療
該
当
者
の
方
、
国
、
県
指

定
の
難
病
の
方
に
な
る
。

　

ま
た
、
災
害
や
盗
難
、
火
災
等
で
財
産

を
喪
失
さ
れ
た
方
、
三
大
疾
病
等
の
治

療
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
等

は
、本
人
や
家
族
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

対
応
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
滞
納
の
状
況
の
み
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
事
情
や
実
態
に
寄
り
添
い
、
個
々
に

丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

国
保
・
短
期
証
の
廃
止
、

一
律
、
機
械
的
に
適
用
す
る
な
！

　
紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
に
伴
い
、
短
期

証
も
廃
止
と
な
っ
た
。
８
月
以
降
、
令
和

５
年
度
分
ま
で
の
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る

場
合
は
医
療
費
を
窓
口
で
い
っ
た
ん
全
額

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
特
別
療
養
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

厚
労
省
は
、
一
律
、
機
械
的
に
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、「
特
別
な
事
情
」
が
な

い
か
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う
、
自
治
体
に

通
知
し
て
い
る
が
、
特
別
療
養
に
該
当
す

る
世
帯
は
何
世
帯
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁
茅
原
生
活
環
境
部
長

お
の
お
の
の
事
情
や
実
態
に
寄

り
添
い
、
個
々
に
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く

　
特
別
療
養
は
、
特
別
な
事
情
が
な
く
、

１
年
以
上
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

○�

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
計

画
●�

紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
へ

の
対
応

〇
学
校
給
食
費
の
無
償
化

白石 幹男 議員

 無会派

学
童
保
育
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

目
指
し
た
施
策
を
!!

　

核
家
族
と
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ

り
、学
童
保
育
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、

利
用
児
童
数
も
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、物
騒
な
事
件
も
増
加
し
て
お
り
、

保
護
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
に
も
、
学

童
保
育
は
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
待
機
児
童
が
発
生
し
て

い
る
現
状
は
、
改
善
が
急
務
で
あ
り
、
各

家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
細
や
か
な
対
応
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
受
け
入
れ
定

員
を
地
域
に
よ
っ
て
増
や
す
こ
と
に
対
す

る
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
首
長
こ
ど
も
未
来
部
長

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
童

保
育
の
運
営
に
努
め
て
い
く

　
近
年
の
核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
よ
り
、
学
童
保
育
を
利
用
す
る
児
童

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て

は
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。
受
け
入

れ
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
待
機
解
消

に
つ
な
が
る
が
、
現
状
で
は
、
施
設
と
人

材
の
確
保
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
施
設
で
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
や
公
共

施
設
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
側
や
関
係

機
関
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
時
間
を
か

け
て
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
人
材
面
で
は
、
支
援
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
民
間
委
託
の
導

入
も
含
め
今
後
の
方
向
性
を
早
急
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り

組
み
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
童
保
育

の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
待
機
が
出
て
い
る
地
域
は
子
ど

も
が
急
増
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
た
め
、

学
校
等
に
働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
年

度
内
で
あ
っ
て
も
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
で

き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
く
。

〇
福
祉
タ
ク
シ
ー

●
学
童
保
育

○
市
道
１
０
０
１
号
線
と

　
市
道
１
０
３
８
号
線
の

　
交
差
点

雨宮 茂樹 議員

公明党議員会
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１
年
以
上
も
変
わ
ら
な
い
現
状

に
は
憤
り
を
覚
え
る

　
こ
れ
ま
で
の
栃
木
市
の
指
導
監
査
が
不

十
分
で
あ
り
、
対
応
が
遅
れ
た
結
果
、
未

だ
に
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

　

４
月
か
ら
新
た
な
部
長
が
誕
生
し
た

が
、
こ
の
問
題
の
重
大
さ
や
解
決
が
遅
れ

て
い
る
現
状
、
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
部
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
覚
悟
を
併
せ
て
伺
う
。

答
弁
首
長
こ
ど
も
未
来
部
長

伸
び
伸
び
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
園

と
な
る
よ
う
、
設
置
者
と
と
も

に
努
め
る

　
本
件
事
案
が
発
生
し
、
１
年
以
上
経
過

し
て
い
な
が
ら
、
問
題
が
解
決
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
初
動
を
含
め
、

市
の
対
応
に
課
題
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る
場

で
、不
適
切
な
保
育
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

重
大
な
事
案
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
。

　
な
か
な
か
進
ま
な
い
理
由
は
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
い
く
必
要
性
や

事
実
確
認
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う

事
情
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
一
刻
も
早

く
解
決
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
行

政
の
責
務
で
あ
る
と
、
保
育
行
政
を
預
か

る
立
場
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
一
日
で
も
早
く
、
安
全
安
心
な
保
育
環

境
を
取
り
戻
し
、
伸
び
伸
び
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
園
と
な
る
よ
う
、
設
置
者
と
と
も
に

努
め
て
い
く
。

○�

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り

●�

都
賀
幼
稚
園
虐
待
問
題
の

今
後

大浦 兼政 議員

自民未来

共
同
防
除
や
広
域
防
除
を
実
施
し
た

農
業
団
体
等
へ
の
補
助
金
を

　
米
の
収
量
減
や
品
質
低
下
を
招
く
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
の
被
害
は
全
国
で
報
告
が
相
次

ぐ
。
市
内
で
は
昨
年
度
、
特
に
藤
岡
・
大

平
両
地
域
の
被
害
が
深
刻
で
例
年
の
平
均

収
量
の
半
分
に
満
た
な
い
生
産
者
も
い
た
。

　
出
穂
期
や
出
穂
１
週
間
後
に
薬
剤
を
散

布
し
て
駆
除
す
る
こ
と
が
有
効
な
こ
と
か

ら
、
広
域
防
除
等
を
行
う
農
業
団
体
の
防

除
費
用
に
対
す
る
補
助
金
の
増
額
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

補
正
予
算
に
計
上
し
、

本
議
会
で
審
議
い
た
だ
く

　

病
害
虫
被
害
等
に
よ
る
収
量
の
低
下

は
、
持
続
的
な
農
業
基
盤
を
守
る
上
で
障

害
の
一
つ
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
対
策
に
お
い
て
は
、
生
産
者
自

身
が
防
除
意
識
を
持
ち
、
適
期
に
一
斉
に

防
除
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
物

価
高
騰
の
中
で
の
費
用
捻
出
は
農
業
経
営

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
状
況
に
あ
る
。

　
市
で
は
、
農
業
者
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
広
域
防
除
を
行
う
団

体
へ
の
防
除
費
用
に
対
す
る
「
栃
木
市
稲

等
病
害
虫
防
除
補
助
金
」
の
増
額
に
つ
い

て
、
第
１
次
補
正
予
算
に
計
上
し
、
本
議

会
で
審
議
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
所
得
補
償
に
つ
い
て
は
、
農
業

共
済
組
合
の
農
作
物
共
済
や
収
入
保
険
等

の
共
済
制
度
を
活
用
い
た
だ
く
よ
う
加
入

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
米
の
収
量
低
下
は
、
生
産
者
の
収
入
減

少
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
消
費
者
へ
の

安
定
供
給
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
た
対
応
に

努
め
て
い
く
。

●
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害
対
策

〇
道
路
行
政

福富 善明 議員

真政クラブ
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読
書
を
す
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
用
と
影
響
を
も
た
ら
す

と
思
う

　
読
書
を
す
る
効
用
は
自
己
形
成
の
た
め

の
糧
に
な
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
基
礎
と
な
る
こ
と
、
語
彙
力

が
増
す
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
効
用
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
読
書
活
動
の
推
進
は
、
い
じ
め
防
止
や

自
殺
防
止
な
ど
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
読
書
の
効
用
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
市
で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
青
木
教
育
長

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
る
も
の
と
捉
え
て
い
る

　

読
書
は
、
言
葉
や
知
識
を
学
び
、
感
性

を
磨
き
、
創
造
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
養
う
な
ど
、
生
き
る
力
を
育
む
重

要
な
活
動
で
あ
る
。

　
ま
た
、
読
書
を
通
じ
て
知
識
を
深
め
た

り
、
見
聞
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
で
、
個

人
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
特
に
、
経
験
の
少
な
い
子
ど
も
に
と
っ

て
、
読
書
を
通
し
て
言
葉
や
知
識
を
獲
得

し
て
い
く
こ
と
、
多
様
な
価
値
観
や
考
え

方
に
触
れ
る
こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
や
背

景
を
理
解
し
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ

と
は
、
健
全
な
人
間
関
係
を
築
く
基
盤
と

な
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
読
書
は
息
抜
き
や
気
分
転
換
に

な
り
、
心
の
安
定
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

あ
る
ほ
か
、
音
読
や
朗
読
を
す
る
こ
と
で

脳
が
活
性
化
し
、
集
中
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
読
書
は
個
人
の
成
長
や

人
生
の
質
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な
活
動

で
あ
り
、
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

●
読
書
推
進
施
策

森戸 雅孝 議員

真政クラブ

本
市
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
補
助
施
策
の
方
針
と
は

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
を
持
つ
保
護
者

は
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
学
校
に
届
け
て

い
る
。

　
市
が
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

う
た
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
た

ち
へ
の
対
応
が
最
も
重
要
で
優
先
す
べ
き

施
策
で
は
な
い
か
。

　
茨
城
県
古
河
市
に
お
い
て
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
等
支
援
金
施
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
本
市
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
補
助
施
策
に
つ
い
て
今
後
の
方
針

を
伺
う
。

答
弁
五
十
畑
教
育
次
長

給
食
費
無
償
化
の
拡
大
に
合
わ

せ
同
様
の
補
助
が
行
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
く

　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
小
学

６
年
生
お
よ
び
中
学
３
年
生
の
給
食
費
を

無
償
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
無
償

化
の
対
象
学
年
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
に

よ
り
、
学
校
給
食
の
提
供
を
受
け
ず
に
弁

当
等
を
用
意
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し

て
、そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

　
茨
城
県
古
河
市
に
お
い
て
は
、
給
食
費

の
完
全
無
償
化
を
行
っ
て
お
り
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
等
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
給
食

の
提
供
を
受
け
て
い
な
い
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
支

援
金
施
策
と
し
て
、
給
食
費
相
当
額
を
補

助
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
支

援
金
に
つ
い
て
は
、
給
食
費
無
償
化
の
拡

大
に
合
わ
せ
た
検
討
の
中
で
、
同
様
の
補

助
が
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

●
学
校
給
食

○
自
然
・
環
境
保
全

○
都
市
整
備

市村 隆 議員

真政クラブ
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想
定
を
超
え
る
出
生
数
の
減
少
と

新
た
な
教
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
を

　
出
生
数
は
将
来
予
測
を
超
え
て
減
少
し

て
お
り
、
加
え
て
、
学
校
教
育
を
取
り
巻

く
新
た
な
ニ
ー
ズ
と
し
て
、
小
学
校
低
学

年
に
お
け
る
１
ク
ラ
ス
複
数
人
体
制
、
小

学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
、
不

登
校
支
援
の
た
め
の
校
内
教
育
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
学

校
運
営
を
考
え
る
上
で
、
学
校
統
合
、
さ

ら
に
は
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る

が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
青
木
教
育
長

義
務
教
育
学
校
の
設
置
は
将
来

的
な
課
題
と
し
て
研
究
を
進
め

た
い

　
平
成
31
年
１
月
に
策
定
の
栃
木
市
立
小

中
学
校
適
正
配
置
基
本
構
想
に
つ
い
て

は
、
令
和
22
年
度
ま
で
を
見
通
し
た
将
来

構
想
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
学

校
が
役
割
を
十
分
果
た
す
た
め
に
必
要
と

な
る
学
校
適
正
規
模
の
基
準
を
示
す
と
と

も
に
、
本
市
の
地
域
自
治
制
度
で
設
定
さ

れ
て
い
る
８
つ
の
地
域
ご
と
に
、
学
校
数

の
目
安
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
適
正
配
置
の
具
体
策
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
児
童
生
徒
数
の

将
来
推
計
や
地
域
ご
と
の
特
性
な
ど
を
考

慮
し
、望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
10
年
後
、

20
年
後
の
小
学
校
数
、
中
学
校
数
も
示
し

て
い
る
。

　
現
在
、
本
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
義
務

教
育
９
年
間
の
一
貫
性
の
あ
る
本
市
な
ら

で
は
の
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
義
務
教
育
学
校
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
将
来
的
な
課

題
と
し
て
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
本
市
の
地
域
性
等
を
考
慮
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

教
育・文
化
の
先
進
都
市
を
目
指
そ
う
！

○
幼
児
教
育
の
向
上

●
義
務
教
育
の
発
展

○�

文
化
及
び
生
涯
学
習

　
志
向
の
再
醸
成

小平 啓佑 議員

自民未来

農
業
の
構
造
改
革
が
必
要

　
農
業
を
始
め
る
に
は
、
施
設
設
備
や
農

業
用
機
械
等
で
５
０
０
０
万
円
か
ら
１
億

円
は
か
か
る
。
そ
の
上
、
事
業
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
は
２
年
か
ら
３
年
か
か
り
、
そ

の
間
ほ
ぼ
収
入
が
な
い
。

　
農
業
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
も
申
請
要

件
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
上
に
割
り
当
て
枠

が
少
な
く
、
農
業
に
対
す
る
考
え
方
が
実

態
と
乖
離
し
過
ぎ
て
い
る
。

　
市
民
に
安
心
安
全
な
食
糧
を
供
給
す
る

た
め
に
は
、
大
き
な
転
換
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
新
た
な
農
業
政
策
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

農
業
経
営
の
安
定
化
と
地
域
農

業
の
維
持
に
つ
な
が
る
施
策
を

研
究
す
る

　

国
の
進
め
る
農
業
経
営
の
大
規
模
化

は
、
農
業
の
効
率
化
と
持
続
力
強
化
の
面

で
市
と
し
て
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
方
で
、
比
較
的
小
規
模
な
農

家
が
十
分
な
収
入
を
得
て
、
農
業
経
営
が

成
り
立
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
も
地
域
の
農

地
を
守
り
、
安
定
的
な
食
糧
生
産
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
に
栃
木
市
有
機
農
業

実
施
計
画
を
策
定
し
、先
月
、オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い
、
農
業
生
産
に

お
け
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
で
あ

る
有
機
農
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
付
加

価
値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
を
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
、
農
家

の
経
営
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
も
重
要

な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
国
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

に
お
い
て
令
和
９
年
度
か
ら
水
田
施
策
を

根
本
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
と
し
て
も
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
農
業
経
営
の
安
定
化
と
地
域
農

業
の
維
持
に
つ
な
が
る
施
策
を
研
究
し
て

い
く
。

●
農
業
政
策

○
食
育
教
育

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

○
外
国
人
の
生
活
マ
ナ
ー

天谷 浩明 議員

無会派
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ご
み
削
減
へ
の
市
民
理
解
が

環
境
保
全
に
つ
な
が
る

　
ご
み
の
排
出
量
削
減
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
廃

棄
物
が
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、ご
み
は
適
正
に
処
理
し
、

削
減
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
は
、
排
出
者
で
あ
る
市
民
の
意

識
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
市
民

に
「
大
切
な
こ
と
だ
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
茅
原
生
活
環
境
部
長

ご
み
の
さ
ら
な
る
減
量
化
の
た

め
に
機
会
を
捉
え
て
情
報
発
信

に
努
め
る

　
本
市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
排
出
量
削

減
策
と
し
て
令
和
５
年
２
月
に
行
っ
た

「
ご
み
減
量
宣
言
」
に
基
づ
き
、
減
量
化

を
図
る
た
め
の
「
３
き
り
運
動
」
や
「
３

R
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
運
動
」
の
推
進
、

使
用
済
み
食
用
油
の
資
源
化
の
た
め
の
拠

点
回
収
、
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
の
購
入
費
補
助
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
６
年
度
の
本
市
の

一
般
廃
棄
物
の
総
排
出
量
は
４
３
４
２
３

ト
ン
で
あ
り
、
前
年
度
か
ら
１
２
９
５
ト

ン
減
少
し
て
い
る
。
家
庭
ご
み
排
出
量
は

１
人
１
日
当
た
り
５
２
５
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
前
年
度
か
ら
14
グ
ラ
ム
減
少
し
て
い

る
の
で
、
人
口
減
少
が
原
因
で
は
な
い
も

の
と
考
え
る
。
一
方
で
、
市
総
合
計
画
に

お
け
る
令
和
９
年
度
の
目
標
値
５
２
２
グ

ラ
ム
、
環
境
基
本
計
画
に
お
け
る
令
和
14

年
度
の
目
標
値
４
８
２
グ
ラ
ム
を
達
成
す

る
に
は
、
排
出
量
削
減
に
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、さ
ら
な
る
減
量
化
を
図
る
た
め
、

分
別
区
分
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
現
在
実
施
し
て
い
る
各
施
策
が
市

民
や
事
業
者
に
一
層
浸
透
す
る
よ
う
、
機

会
を
捉
え
て
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

○
栃
木
市
消
防

●
栃
木
市
の
環
境
施
策

広瀬 義明 議員

自民未来

本
市
に
お
け
る
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

制
度
導
入
の
考
え
は

　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
学
習
（
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
と
休
暇
（
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の

言
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
子
ど
も

が
平
日
に
学
校
を
休
ん
で
、
保
護
者
と
一

緒
に
学
校
外
で
体
験
学
習
や
探
究
活
動
を

行
う
自
主
学
習
制
度
で
あ
る
。

　
愛
知
県
、茨
城
県
等
が
導
入
し
て
お
り
、

栃
木
県
内
で
は
日
光
市
と
茂
木
町
が
先
行

し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
親
子
の
触
れ
合
い
時
間
を
増
や
し
、
家

庭
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深

ま
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
市
で
も
ラ※

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁
青
木
教
育
長

導
入
に
は
学
校
行
事
と
の
調
整
、

企
業
の
協
力
等
の
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
必
要

　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
で
体

験
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
て
、
学
校
に

お
け
る
行
事
予
定
の
調
整
、
保
護
者
の
休

暇
取
得
に
向
け
た
企
業
等
の
協
力
な
ど
の

条
件
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
本
市
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県

が
導
入
か
ら
約
１
年
し
か
経
過
し
て
お
ら

ず
、
全
国
的
に
も
県
単
位
で
の
導
入
が
５

県
、
市
町
単
位
で
８
市
町
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
先
行
的
な
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
導
入
に
よ
る
効

果
や
課
題
を
研
究
し
て
い
く
。

●
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

○
空
き
家
対
策

青木 一男 議員

自民未来

※
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
と
は

　
家
庭
で
の
主
体
的
・
体
験
的
な
学
び
を

応
援
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
愛
知
県

な
ど
が
導
入
し
た
制
度
。

　

週
末
に
休
み
が
取
り
に
く
い
保
護
者

が
、
平
日
、
子
ど
も
と
一
緒
に
学
校
外
で

体
験
的
な
活
動
を
行
う
も
の
で
、
導
入
自

治
体
で
は
、
事
前
に
申
請
を
行
っ
た
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
は
、
教
育
活
動
の
一
環

と
見
な
し
、
学
校
に
登
校
し
な
く
て
も
欠

席
扱
い
と
し
な
い
。
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都賀幼稚園の虐待及び不適切な保育について第三者委員会の
設置等を求める陳情書 （提出者：都賀幼稚園の被害者を救う会）

　令和７年３月定例会において、民生常任委員会に付託され、閉会中の継続審査※となっていた「都賀
幼稚園の虐待及び不適切な保育について第三者委員会の設置等を求める陳情書」について、６月定例
会中の同委員会において、全会一致で採択すべきものとし、本会議でも全会一致で採択しました。
　また、同委員会での審査の際に、複数の委員から、市に対して今後の取り組みについての意見書を
出すべきであるとの意見があったため、常任委員研究会で意見書案を作成し、議員全員協議会で協議
の上、議長から市長に意見書を送付しました。
　本陳情に関する経過および市長あてに提出した意見書は下記のとおりです。

　今後の対応について、特に次のことに留意するよう申し入れました。

1　不適切保育があるとの指摘に対する調査については、第三者委員会を設置すること。

2　�真相究明と事態の早期進展が必要であるので、園と保護者等の双方の合意形成を図りながら、
他の調査手法として運営協議会の設置や専門家の協力等の第三者の参画による中立公正な調査
手法も併せて検討すること。

3　�継続中の指導監査については、引き続き、栃木県当局と連携の下、毅然とした姿勢で対応に当
たるとともに、指摘事項については園に対して早期の改善を求めていくこと。

4　�改めて、子ども達にとって安全安心な保育環境の確保が目的であることを園や保護者等と共有
し、対応に当たること。

■市長あて意見書「都賀幼稚園に関する今後の取り組みについて」の概要

陳 

情

・令和７年２月　陳情書提出
　　　　　　　　議会運営委員会にて民生常任委員会への付託が内定
　　　　　　　　民生常任委員研究会（陳情者による意見陳述）

・令和７年３月　民生常任委員会へ付託
　　　　　　　　民生常任委員会による審査　（結果：継続審査とすべきもの）
　　　　　　　　本会議で民生常任委員会における閉会中の継続審査※を決定

・令和７年４月　民生常任委員研究会（市担当課からの聴取）

・令和７年６月　民生常任委員研究会（市担当課からの聴取）
　　　　　　　　民生常任委員会による審査　（結果：採択すべきもの）
　　　　　　　　民生常任委員研究会（意見書案作成）
　　　　　　　　議長あて意見書案を送付
　　　　　　　　６月定例会本会議　（結果：採択）
　　　　　　　　意見書案を議員全員協議会にて協議
　　　　　　　　意見書を市に送付

■本陳情の審議経過　　※太字は民生常任委員会の活動

※閉会中の継続審査とは
本会議の議決によって付託された委
員会が閉会中に引き続き審査を行う
ことを閉会中の継続審査といいます。

採択
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常任委員会の取り組み（所管事務調査の実施について）

議会改革検討委員会の取り組み（中間報告）

　６月定例会の民生常任委員会および産業教育常任委員会において、所管事務調査の実施を決定しま
した。
　所管事務調査とは、各常任委員会が所管する市の事務について自主的に行う調査で、地方自治法第
109条第２項に規定されているものです。

　議会改革検討委員会は、各会派から選任された議員で構成され、議会の改革に関する事項を検討し、
議長に報告する組織です。
　これまでに８回の会議を行い、検討結果を取りまとめ、議長へ中間報告書を提出しました。

　【検討を行った主な項目】
　●予算・決算審査の見直しについて
　　→�総合的かつ専門的な審査を行うため、予算・決算特別委員会における審査日程、質問方法の見

直しを行いました。また、決算審査終了後に、新年度予算への要望事項等をまとめた要望書を
市長に対し提出することにしました。

　●政治倫理条例の改正について
　　→�議員が政治倫理基準に違反すると認めるときは、４人以上の議員の署名をもって審査請求を行

うことを可能とする規定を設けるため、現在条例改正の手続きを進めています。
　●議員研究会の在り方について
　　→執行部との適切な情報共有を図るため、議員研究会の開催回数を増やしました。

民生常任委員会民生常任委員会

案 件 名　�放課後児童健全育成事業（学童保
育）における実態調査

調査事項　�学校法人陽光学園ひまわり学童ク
ラブの運営と補助金について

調査目的　�事業運営の調査及び今後の補助金
の在り方について

調査方法　①�執行機関（運営法人等から提出
された資料を含む）から提出さ
れた資料の確認・調査

　　　　　②関係者からの聴き取り

調査期間　�令和７年６月17日から調査終了
まで

産業教育常任委員会産業教育常任委員会

案 件 名　�市民農園閉鎖に伴う当該土地返還
の経緯及び農地法第５条第１項に
よる農地転用の実態調査

調査事項　①�市民農園閉鎖に伴う当該土地返
還の経緯

　　　　　②�令和５年９月28日付　栃農指
令第５-53号による農地転用許
可の事務処理について

調査目的　事務処理状況の解明と適正化

調査方法　①�執行機関の事務処理（資料の確
認・調査）

　　　　　②当事者、関係者からの聴き取り

調査期間　�令和７年６月18日から調査終了
まで
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交付上限額　（月額３万円×12か月）×28人� 10,080,000円（Ａ）
交付決定額� 3,808,674円（B）
執　行　率� 37.8％（B/A）

※会派議員数は令和7年3月末現在、(　)内数字は再掲　※政務活動費の基準日は各月の初日� （単位：円）

　栃木市議会では政務活動費の適正な運用をするため、平成29年４月から後払い式を導入しています。
　また、使途の透明性・公開度を高めるため、領収書などの全ての
収支関係書類をホームページで公開しています。
　詳細はホームページをご覧ください。

令和６年度政務活動費の収支状況をお知らせします

令和６年度　政務活動費交付金収支状況（令和６年４月～令和７年３月）

収支報告書のページ

会　派　名
創政会 公明党

議員会 自民未来 かがやき 創志会 真政クラブ 無会派
白石幹男

無会派
中島克訓

無会派
梅澤米満

無会派
天谷浩明

無会派
針谷正夫 計

4月～ 5月 6月～ 3月 4月～６月 7月～ 3月 4月～ 5月 6月～ 3月 4月～ 5月 6月～ 3月

議員数(名） 2 3 8 (3) 4 2 (7) 6 1 (1) 1 (1) 1 28 

議員数変更時期等 ― ― ― ―
5月31日
1名離脱
2名加入

― ― 5月31日
1名離脱 ― 5月31日

会派解散
5月31日
会派結成

5月31日
会派解散

5月31日
会派結成

政務活動費申請額 191,861 529,575 1,106,380 70,242 312,715 305,365 49,657 601,734 341,091 2,354 95,350 2,354 199,996 3,808,674

政務活動費
交付決定額 191,861 529,575 1,106,380 70,242 312,715 305,365 49,657 601,734 341,091 2,354 95,350 2,354 199,996 3,808,674

支　
出　
額　
内　
訳

１ 研究研修費 155,675 286,955 0 0 211,185 155,750 0 0 17,157 0 0 0 95,565 922,287

2 調査旅費 0 54,077 558,770 39,760 0 0 0 235,180 0 0 41,060 0 0 928,847

3 資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４ 資料購入費 0 140,400 382,380 23,476 41,189 111,401 35,000 247,925 238,629 0 48,000 0 80,250 1,348,650

５ 会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

６ 人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

７　その他の
　　経費 36,186 48,143 165,230 7,006 60,341 38,214 14,657 118,629 85,305 2,354 6,290 2,354 24,181 608,890

実支出額 191,861 529,575 1,106,380 70,242 312,715 305,365 49,657 601,734 341,091 2,354 95,350 2,354 199,996 3,808,674
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令和 7年 8月 20 日第 66 号

  新
・都

賀総合
支所で

  心身ともにリフレ
ッシ

ュ

目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方はお気軽
に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

9月定例会の予定（変更になる場合があります）

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、８月28日
（木）に新聞折り込みを予定しています。
　一般質問の様子は、ケーブルテレビや市議
会のホームページからもご覧いただけます。
　ぜひご覧ください。

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

日 月 火 水 木 金 土
8/24 25 26 27 28 29 30

本会議

議案等提案
新聞折込 決算特別委員会

31 9/1 2 3 4 5 6
本会議

『一般質問』
7 8 9 10 11 12 13

決算特別委員会 常任委員会・決算特別委員会分科会

会派質問 （総務） （民生）
14 15 16 17 18 19 20

敬老の日
常任委員会・決算特別委員会分科会

（産業教育） （建設）
21 22 23 24 25 26 27

秋分の日
決算特別委員会

分科会長報告
28 29 30 10/1 2 3 4

本会議

議案等採決

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報
紙モニター」にインタビューするコーナーです。�（今回のインタビュアー：川田副委員長）

Ｑ：市議会だよりを読んで感じたこと

Ａ�：市議会議員さんの思いや情熱が伝わります。
　�　若い世代の投票率が低い今、政治に興味を持ち、まずは若い世代にも議
会だよりを読んで関心を持ってもらいたいです。

Ｑ：モニターをやってみて思ったこと

Ａ�：まずは「僕が？」と思いましたが、より興味を持ちました。思うほど堅苦
しくなく、イメージが変わりました。栃木市の発展に全力で挑んでもらい
たいです。

Ｑ�：栃木市に期待すること

Ａ�：最初に栃木市はとても住みやすい市だと思います。給食の無償化なども
あり、今後中学校まで無償化などありましたら、より子育てに余裕がうま
れ明るい未来が見られそうです。

議会広報紙モニター
内田 樹さん
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こ
の
６
月
議
会
で
は
大
き
な
事
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
古
沢
ち
い

子
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
。
議
員
の

公
務
と
は
、
そ
れ
以
外
の
議
員
活
動
と

は
。
い
ち
議
員
の
問
題
だ
け
で
な
く
議

会
と
し
て
も
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
民
生
常
任
委
員
会
で
は
民
間

学
童
保
育
に
お
け
る
実
態
調
査
、
産
業

教
育
常
任
委
員
会
で
は
農
地
転
用
の
実

態
調
査
を
行
う
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。

　

疑
問
の
あ

る
事
業
は
議

会
が
調
査
す

る
。
こ
れ
も

議
会
の
役
割

の
一
つ
で
す
。

今
後
し
っ
か

り
調
査
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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